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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・節約委員会より、水道光熱費使用量のデータを掲示します。各自で確認しましょう。

・医療安全管理委員会より、7月の発生事故、インシデント統計が掲示されています。各自で確認し事故対策に役立てましょう。
・8/21（木）14：30～防災訓練実施予定。今回は残留者有りの設定で行う為、SGMから事前に利用者様に依頼する予定。

＜利用者様情報＞

・中村　与一郎様～交際相手と些細なことが原因で喧嘩となり､友人を介して｢別れる｣と言われ､昨日友人が介入してくれたものの相手が許してくれず､昨夜はあまり眠れなかったと話している。睡眠不足の為､本日受診予定としていた皮膚科も明日行くことにしたとのこと。本日､交際相手に声をかけたところ､笑顔で挨拶を返してくれたとのことで､｢機嫌直ったみたいです｣と安心したように話している。｢あの娘は難しいんですよ。大変なんですよ…｣と苦笑いしており､相手の言動に振り回されないよう､病状悪化に繋がらないよう助言している。

・小坂　君子　様～｢病院職員がねずみ講で儲けようとしているという声が聴こえる｣｢他メンバーの家が火事になったと聴こえた｣｢義兄がいたずらしている｣等の幻聴･妄想を職員へ訴えている。義兄については､自身で姉に電話し､幻聴の内容を話した訳ではないが現実ではないことを確認したと話している。また､職員･他メンバーに関することについても､職員より現実ではないことを振り返ると｢幻聴だと分かっているんですよ｣と話したため評価している。

・吉田　富秋　様～昨日の夕食後の食器洗いの際に、倉橋様が途中で抜け出しスタッフと話しをしていると｢手伝わないばダメだ｣「倉橋さんが当番の時手伝わないぞ」と強い口調で話され、表情の硬さも見られていた。本日は倉橋様が当番をしているが、昼食の片付けに参加せずに作業室で横になって休んでいる。また、午前に眩暈がすると不調の訴えが聞かれている。畑作業には無理せず参加するように伝えるが、元気に身体を動かして参加されている。倉橋様とのトラブルに注意し観察していく。

・種本　サハ　様～昨日腰痛がまだ良くならない為、今月いっぱい休みたいと訴えている。本日も腰痛の為欠席したいと訴えている。「10日間休んだら少し良くなったから、もう少し休むともっと良くなる」と話される。通所の必要性を伝えて来所を促すが欠席されている。

＜事例検討＞

小坂　君子様（63）　　統合失調症　　毎週水曜日利用　　Ｈ24.8.14～利用開始　　川端Dr

検討内容目標と計画の見直し

長期目標安定した日常生活を送り、確実に服薬する事ができ、症状再燃を防ぐ。

中期目標①精神症状の変化に気付けるようになる。

②継続した睡眠をとる。

短期目標①幻聴かどうか分からないときはスタッフに連絡・相談し現実に目を向ける。

②睡眠チェック表を活用し安定した睡眠をとる。

(1日トータルで7～8時間の睡眠がとれる。)

実施計画①幻聴に左右された発言時には現実検討を促しながら日常生活に支障をきたしていないか確認する。

②来所時、睡眠チェック表を確認し中途覚醒時や断続的な睡眠状況の時はなぜ覚醒していたのか状況を振り返り、夜間の睡眠の必要性を伝えていく。確実に服薬する事ができているか、服薬チェック表の確認を行う。
計画①に関して

・幻聴は持続しているが、日常生活に支障はない。

・調子が悪い時は早めに帰りたいと話される。

・幻聴である事は分かっていると話し、職員に話しを聞いて欲しいと訴えてくる。

・発言内には、「幻聴だと分かってるんですけどね」と話すこともある為、現実検討を出来ている事があるが、時には幻聴の訴えを途切れなく訴える事がある。

計画②に関して

・睡眠時間はトータル的には7～8時間はとれているが、1時間寝て1時間起きているなど断続的な睡眠となっており、夜間のまとまった睡眠時間はとれていないことが多い。

・断続的な睡眠や、10時間継続して眠ることを定期的に繰り返している。

・通所利用日前日は緊張して夜間眠れない事が多いが、翌日は眠る事が出来ている。緊張の理由に関しては、デイケアに行く為の準備をしなければいけないと考えれば緊張してしまうと話しており、本人からデイケアへの拒否や不満が聞かれる事はほとんど無い。

・服薬については、7月は16日夕食後、27日就床前薬の忘薬があり。原因はそのまま眠ってしまって飲めなかったと話している。

その他

・電話連絡時に不調時は早めに帰宅しても良い為、デイケアを利用するよう促した際に、「スタッフによって話す事が違う」と訴えることがあった。

検討結果

・計画①に関して、本人の計画として「幻聴に左右されずに現実検討できるようになる」を組み込み、スタッフの計画として、発言を傾聴し、幻聴である事を確認しながら現実検討を促していく。

・計画②に関して、現在、睡眠が断続的になっている原因が把握しきれていない為、様々な場面から状況を評価していく必要がある。今後として、睡眠チェック表を記入するために覚醒している可能性があるため、睡眠チェック表を記入する時間を本人と話し合って決めていただき、睡眠時間を中断させないようにするよう計画に組み込んでいく。

・長期目標では服薬についての目標があがっているが、中期、短期目標ではあがっていないため、目標に服薬に関する内容を組み込んでいく。治療計画としては、忘れることなく服薬を行うこととし、スタッフは服薬チェック表を確認しながら確実な服薬を促していく。

＜外来情報＞

・板橋　利美　様～寝つきの悪さを訴え、ロゼレム（8）1錠、エスタゾラム（0.5）2錠止めとなり、ブロチゾラム（0.5）2錠追加となっている。

・本多　富美　様～昨日、久しぶりに三本の木を利用しフルーツキャップを作ったと話されている。三本の木のスタッフに遅刻してでも来るように言われたと話している。

・藤村　翔　様　～幻聴は毎日あると話されている。本人は頻脈を気にしており、タスモリン（1）2錠を止めて様子観察していく。

